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中
世
後
期
の
日
本
は
足
利
氏
を
首
班
と
す
る
武
家
政
権
に
よ
り
統
治
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
一
五
世
紀
中
頃
に
東
国
と
西
国
に
お
い
て
ほ
ぼ
同
時
期
に
勃
発
し
た
「
享
徳
の
乱
」
・
「
応
仁
・
文
明
の
乱
」
と
い
う
二
つ
の
内
乱
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
支
配
秩
序
は
急
速
に
瓦
解
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
（
次
頁
「
享
徳
の
乱
お
よ
び
応
仁
・
文
明
の
乱期間対照図」参照）。
享徳の乱とは、享徳一一一年（一四五一一一）一二月に、鎌倉に
お
い
て
時
の
関
東
管
領
上
杉
憲
忠
が
関
東
公
方
足
利
成
氏
に
謀
殺
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
勃
発
し
た
、
公
方
成
氏
方
と
関
東
管
領
上
杉
方
と
の数十年におよぶ武力抗争を指す。京都の幕府が上杉方を
支
持
し
た
た
め
、
成
氏
対
幕
府
・
関
東
管
領
上
杉
氏
と
の
対
立
に
ま
享
徳
の
乱
と
応
仁
・
文
明
の
乱
（
和
氣
）
享
徳
の
乱
と
応
仁
・
文
明
の
乱
は
じ
め
に
Ｉ
両
乱
に
お
け
る
政
治
的
対
立
構
造
に
つ
い
て
の
考
察
Ｉ
で
発
展
し
た
が
、
文
明
九
年
つ
四
七
七
）
に
ま
ず
成
氏
と
上
杉
氏
と
の
間
に
和
睦
が
成
立
し
、
次
い
で
文
明
一
四
年
（
一
四
八
二
）
に
成
氏
と
幕
府
と
の
間
に
和
睦
が
成
立
す
る
こ
と
に
よ
り
乱
は
終
結
し
た
。
乱
中
、
成
氏
は
京
都
の
改
元
に
従
わ
ず
、
乱
開
始
時
の
年
号
で
あ
る
「
享
徳
」
年
号
を
一
貫
し
て
使
用
し
続
け
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
（１）
の乱は「享徳の乱」と呼ばれる。
一
方
応
仁
・
文
明
の
乱
と
は
、
京
都
の
幕
閣
内
部
に
お
い
て
寛
正
年
間
二
四
六
○
～
一
四
六
五
）
頃
か
ら
派
閥
形
成
が
進
行
し
、
と
り
わ
け
細
川
勝
元
と
山
名
宗
全
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
首
領
と
す
る
両
派
の
対
立
が
顕
著
と
な
り
、
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
正
月
の
山
名
派
の
畠
山
義
就
と
細
川
派
の
畠
山
政
長
に
よ
る
京
都
の
上
御
霊
社
（
現
京
都
市
上
京
区
）
で
の
戦
い
に
始
ま
る
武
力
抗
争
を
指
す
。
陣
の
位
置
か
ら
細
川
派
が
東
軍
、
山
名
派
が
西
軍
と
称
さ
れ
、
京
の
都
を
主
和
氣
俊
行四一
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法
政
史
学
第
六
十
二
号
享徳の乱
応仁.
文明の乱
戦
場
と
し
て
両
派
の
戦
２８４
闘
が
行
わ
れ
た
。
文
明
１
五年（一四七一二）に
両
派
の
首
領
た
る
細
川
勝
元
・
山
名
宗
全
が
ほ
伽刑ぽ同時期に死去した
１剛が、乱自体は文明九
州年（一四七七）頃ま
州で継続した。ちなみ
町洲に東軍が後士御門天
４
．
皇
・
将
軍
足
利
義
政
を
１
二耐自派に抱き込み幕府
〃としての体裁を整え
肋たのに対し、対する
別伽西軍は後南朝の小倉
Ⅲ惇宮皇子（名称不詳）
を
天
皇
に
、
義
政
の
弟
０５
義
視
を
将
軍
に
そ
れ
ぞ
４１
れ
擬
し
て
東
軍
に
対
抗
し
た
の
で
、
東
軍
が
「
東
幕
府
」
、
西
軍
が
四
二
（２）
「西幕府」と称される。
こ
の
両
乱
を
、
特
に
政
治
情
勢
と
い
う
視
点
か
ら
有
機
的
に
結
合
させたのが、家永遵嗣『室町幕府将軍権力の研究」（第二
部以下）である。氏の研究により、両乱はそれぞれ東国・
西
国
の
個
別
の
歴
史
的
事
象
で
は
な
く
、
両
地
域
に
お
け
る
当
該
期
の政治情勢が互いの地域の動乱の情勢推移に多大の影響を
及ぼしていたという視点がより強調されたのである。しか
し
、
氏
の
主
た
る
関
心
は
「
室
町
幕
府
将
軍
権
力
」
の
解
明
に
あ
り
、
そ
の
た
め
の
手
段
と
し
て
の
両
乱
期
に
お
け
る
歴
史
的
事
象
の
考察であった。よって両乱における各政治勢力の対立・提
携
構
造
の
理
解
に
主
眼
を
お
い
た
考
察
の
余
地
は
未
だ
残
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
家
永
氏
の
成
果
に
基
づ
き
つ
つ
も
、
両
乱
に
お
け
る
各
政
治
勢
力
間
の
対
立
・
提
携
構
造
の
理
解
に
主
眼
を
お
き
考
察
す
る
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
当
該
期
の
東
国
に
お
け
る
関
東
公
方
の
政
治
的
位
置
の
確
認
キ
ヒ
（
関
東
公
方
Ⅱ
「
天
子
ノ
御
代
官」）、次いで応仁・文明の乱により成立した東西両幕府と
関東公方との対立・提携関係をみていく。その際、東国に
おける享徳の乱の一方の首謀者である足利成氏と、それと
提
携
し
た
西
幕
府
に
擁
立
さ
れ
た
後
南
朝
勢
力
と
の
関
係
、
お
よ
び
足
利
成
氏
の
娘
と
西
幕
府
の
有
力
大
名
六
角
高
頼
と
の
婚
姻
関
係
成
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立
の
可
能
性
・
意
義
な
ど
を
あ
わ
せ
て
考
察
し
、
関
東
公
方
足
利
成
氏
と
西
幕
府
と
の
提
携
関
係
に
特
に
注
目
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
１
関
東
公
方
Ⅱ
「
天
子
ノ
御
代
官
」
前述のごとく、享徳の乱は享徳三年一一一月に時の関東公
方
足
利
成
氏
が
、
関
東
管
領
上
杉
憲
忠
を
謀
殺
し
た
こ
と
に
よ
り
始
ま
る
。
し
か
し
そ
の
前
提
に
は
、
永
享
一
一
年
（
一
皿
三
九
）
に
成
氏
の
父
で
あ
る
先
代
の
関
東
公
方
足
利
持
氏
が
、
幕
府
と
当
時
の
関
東
管
領
上
杉
憲
実
（
憲
忠
の
父
）
に
敗
北
し
自
殺
さ
せ
ら
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
永
享
の
乱
が
あ
る
。
こ
の
乱
に
よ
り
一
度
は
廃
さ
れ
た
関
（３）
東
府
で
あ
っ
た
が
、
文
安
年
間
（
一
四
四
四
～
四
九
）
に
は
新
公
方
に
成
氏
を
、
新
管
領
に
上
杉
憲
忠
を
擁
立
し
関
東
府
は
再
興
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
永
享
の
乱
以
来
の
関
東
公
方
近
臣
層
お
よ
び
北
関
東
の
伝
統
的
豪
族
層
と
、
関
東
管
領
を
中
心
と
し
た
上
杉
氏
勢
力
と
の
対
立
を
内
に
秘
め
た
再
興
で
あ
り
、
い
つ
両
派
の
武
力
抗
争
が
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
か
っ
た
。
事
実
、
再
興
後
間
こ
こ
で
は
、
両
乱
に
お
け
る
各
政
治
勢
力
間
の
対
立
・
提
携
構
造
の確認を目的とする。まずは時代の古い順に享徳の乱から
み
て
い
こ
う
。
享
徳
の
乱
と
応
仁
・
文
明
の
乱
（
和
氣
）
両
乱
に
お
け
る
各
政
治
勢
力
の
対
立
・
提
携
の
構
造
の
中
に
あ
る
「
京
都
鎌
倉
ノ
御
両
殿
ハ
天
子
ノ
為
御
代
官
。
諸
侍
忠
否
之
浅
深
を
糺
。
可
有
御
政
務
職
ニ
テ
マ
シ
マ
ス
間
」
（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）
と
い
う
著
名
な
一
文
で
あ
る
。
こ
の
一
文
の
特
に
傍
線
部
の
意
味
は
「
京
都
の
将
軍
と
関
東
公
方
は
共
に
天
皇
の
代
官
で
あ
る
」
と
な
り
、
両
者
に
上
下
関
係
は
成
立
せ
ず
、
た
だ
天
皇
の
代
官
（６）
Ⅱ「天子ノ御代官」として同等であるという一」とになる。
こ
こ
で
い
う
「
天
子
ノ
御
代
官
」
と
は
「
天
皇
の
代
行
と
し
て
日
本
国
を
統
治
す
る
も
の
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
合
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
越
後
・
信
濃
・
駿
河
以
西
は
京
都
の
将
軍
が
、
関
東
一
○
国
お
よ
び
陸
奥
・
出
羽
の
両
国
は
関
東
公
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
天
皇
の
代
官
と
し
て
統
治
権
を
行
使
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
成
氏
は
主
張
し
た
も
な
い
宝
徳
二
年
（
一
四
五
○
）
二
月
に
は
鎌
倉
近
辺
の
江
の
島
（
現
神
奈
川
県
藤
沢
市
）
に
お
い
て
両
勢
力
の
間
で
武
力
抗
争
が
発
（４）
生
し
て
お
り
（
江
の
島
〈
口
戦
）
、
こ
の
時
は
幕
府
の
調
停
に
よ
り
事
な
き
を
得
た
が
、
両
勢
力
の
対
立
が
決
定
的
と
な
る
の
は
時
間
の
問
題であった。
こ
の
よ
う
な
中
、
成
氏
は
、
父
祖
以
来
の
京
都
の
幕
府
将
軍
に
対
抗
す
る
姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
、
ま
ず
は
関
東
公
方
と
京
都
の
将
軍
と
は
身
分
的
に
対
等
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
主
張
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
享
徳
三
年
（
一
四
五（５）
四
）
の
成
立
と
さ
れ
る
関
東
府
の
故
実
書
「
殿
中
以
下
年
中
行
事
」
四
Hosei University Repository
と
こ
ろ
が
幕
府
は
上
杉
氏
支
持
を
明
瞭
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
成
氏
の
息
の
根
を
止
め
る
た
め
の
さ
ら
な
る
一
策
と
し
て
、
享
徳
四
年
三
月
末
と
い
う
乱
勃
発
後
の
早
い
段
階
で
朝
廷
に
奏
請
し
、
後
花
園（７）
天
皇
か
ら
成
氏
追
討
の
御
旗
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
成
氏
討
伐
軍
は
天
皇
か
ら
錦
御
旗
を
賜
り
（
後
に
治
罰
の
論
旨
も
賜
る
）
関
東
に
下
向
し
た
。
こ
こ
ま
で
の
幕
府
の
対
応
は
、
前
回
の
、
水
し
か
し
、
す
ぐ
さ
ま
幕
府
が
上
杉
氏
指
示
を
表
明
し
、
対
立
関
係
は②のように発展する。もはや、関東府内部での抗争では
な
く
な
っ
て
く
る
。
の
で
あ
る
。
乱
自
体
は
開
始
当
初
に
成
氏
が
戦
略
的
措
置
か
ら
下
総
国
古
河
（
現
茨
城
県
古
河
市
）
へ
移
座
し
て
以
降
、
武
蔵
国
を
中
心
に
両
軍
の
戦
闘
が
継
続
し
た
。
そ
し
て
長
禄
年
間
二
四
五
七
～
五
九
）
に
は上杉方が武蔵国五十子（現埼玉県本庄市）に対成氏戦の
本
陣
を
成
立
さ
せ
る
に
至
り
、
次
第
に
戦
線
は
膠
着
し
て
い
く
。
享
徳
の
乱
勃
発
時
に
は
①
の
よ
う
な
対
立
関
係
が
成
立
し
て
い
た。②
関
東
公
刀
成
氏
対
幕
府
・
関
東
管
領
上
杉
氏
①
関
東
公
方
成
氏
対
関
東
管
領
上
杉
氏
法
政
史
学
第
六
十
二
号
こ
れ
に
よ
り
成
氏
は
幕
府
側
と
の
融
和
の
道
を
完
全
に
閉
ざ
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
成
氏
に
と
っ
て
幸
運
な
事
に
は
、
こ
の
頃
京
都
の
幕
府
に
お
い
て
幕
閣
内
部
の
対
立
が
激
化
し
、
応
仁
・
文
明
の
乱
が
勃
発
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
次
項
で
は
享
徳
の
乱
に
よ
り
生
じ
た
関
東
府
内
部
に
お
け
る
政
治
的
対
立
構
造
が
解
消
せ
ぬ
ま
ま
四
四
（８）
享
の
乱
の
故
事
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
朝敵化は成氏にとっては重大時であった。なぜならば、
す
で
に
前
述
の
ご
と
く
、
成
氏
は
自
己
の
身
分
た
る
関
東
公
方
を
「
天
子
ノ
御
代
官
」
と
し
て
位
置
付
け
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
向
己
の
権
力
の
源
泉
た
る
天
皇
に
、
追
討
輪
旨
に
よ
っ
て
朝
敵
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
朝
敵
化
は
、
す
な
わ
ち
成
氏
の
「
天
子
ノ
御
代
官
」
と
し
て
の
地
位
の
完
全
否
定
に
直
結
す
る
。
こ
こ
に
成
氏
は
自
己
の
権
力
の
正
当
性
を
完
全
に
消
失
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
幕
府
は
成
氏
の
存
在
を
完
全
に
否
定
し
去
る
が
如
き
策
に
出
た
。
享
徳
の
乱
開
始
早
々
に
成
氏
の
朝
敵
化
に
成
功
し
た
も
の
の
、
成
氏
討
伐
の
成
果
は
上
が
ら
ず
、
遂
に
は
長
禄
元
年
己
四
五
七
）
に
京
都
か
ら
将
軍
の
弟
政
知
を
東
国
に
下
向
さ
せ
新
し
い
関
東
公方に就任させたのであった（③）。
（９）
③
成
氏
対
幕
府
・
関
東
公
方
足
利
政
知
・
閲
倣
牢
管
領
Ｌ
Ｌ
杉
氏
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２
東
西
両
幕
府
の
成
立
と
成
氏
の
対
応
応
仁
・
文
明
の
乱
に
至
る
ま
で
の
幕
府
内
部
に
お
け
る
有
力
大
名
や
将
軍
近
臣
ら
の
政
治
的
対
立
構
造
は
非
常
に
錯
綜
し
て
お
り
、
本
稿
に
お
い
て
そ
の
す
べ
て
に
言
及
す
る
こ
と
は
蛇
足
的
で
あ
り
、
ま
（皿）
た
紙
面
の
都
〈
ロ
も
あ
る
の
で
不
可
能
で
あ
る
。
よ
っ
て
乱
以
前
の
幕
閣
内
部
に
お
け
る
政
治
的
対
立
構
造
に
関
し
て
は
、
こ
こ
で
は
ふ
れ
ず
、
応
仁
・
文
明
の
乱
勃
発
時
の
対
立
構
造
か
ら
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
と
は
い
え
、
必
要
に
応
じ
て
乱
勃
発
以
前
の
こ
と
に
つ
い
て
もふれる。
さ
て
、
応
仁
・
文
明
の
乱
は
応
仁
元
年
正
月
の
畠
山
義
就
（
山
名
派
）
と
畠
山
政
長
（
細
川
派
）
に
よ
る
京
都
の
上
御
霊
社
の
戦
い
に
端
を
発
し
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
乱
発
生
時
に
は
、
細
川
勝
元
を
首
謀
と
す
る
東
軍
に
は
斯
波
義
敏
・
畠
山
政
長
・
赤
松
政
則
・
京
極
持
清
・
武
田
信
贄
ら
が
、
山
名
宗
全
を
首
謀
と
す
る
西
軍
に
は
斯
波
義
廉
・
畠
山
義
就
・
一
色
義
面
・
土
岐
成
頼
・
六
角
高
頼
ら
の
諸
大
名
が
そ
れ
ぞ
れ
参
戦
し
て
い
た
。
乱
当
初
、
東
軍
が
後
花
園
上
皇
・
後
士
御
門
天
皇
と
将
軍
義
政
お
よ
び
そ
の
嫡
子
義
尚
、
義
政
弟
に
、
京
都
に
お
い
て
応
仁
・
文
明
の
乱
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
幕
府
・
関
東
府
に
お
け
る
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
享
徳
の
乱
と
応
仁
・
文
明
の
乱
（
和
氣
）
義
視
ら
の
身
柄
を
確
保
し
幕
府
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
た
こ
と
に
よ
り
、
戦
闘
は
東
軍
優
勢
に
展
開
し
た
。
こ
れ
に
対
し
八
月
に
周
防
・
長
門
両
国
を
本
国
と
す
る
大
名
大
内
政
弘
が
海
路
上
洛
し
西
軍
に
合
流
す
る
と
、
事
態
は
一
変
し
西
軍
優
勢
と
な
る
。
し
か
し
肝
心
の
天
皇
・
将
軍
は
す
で
に
東
軍
側
に
掌
握
さ
れ
て
お
り
、
西
軍
は
軍
事
面
で
こ
そ
優
位
に
立
っ
た
も
の
の
、
権
力
と
し
て
の
正
当
性
で
は
依
然
東
軍
に
譲
歩
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
西
軍
も
東
軍
へ
の
対
抗
上
、
幕
府
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
る
た
め
に
、
自
軍
に
天
皇
と
将
軍
を
迎
え
入
れ
る
必
要
性
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
将
軍
候
補
に
関
し
て
は
、
現
将
軍
義
政
の
弟
義
視
が
擁
立
さ
れ
た
。
義
視
は
、
乱
発
生
以
前
に
は
、
退
任
・
出
家
を
遂
げ
た
い
と
い
う
義
政
の
希
望
の
た
め
に
、
僧
か
ら
還
俗
し
て
「
義
視
」
と
名
乗
り
義
政
の
後
継
将
軍
候
補
と
回
さ
れ
て
い
た
が
、
義
政
に
実
子
義
尚
が
誕
生
し
た
た
め
将
軍
後
継
と
し
て
の
地
位
は
宙
に
浮
き
、
そ
の
後
も
事
の
成
り
行
き
上
、
義
政
父
子
と
と
も
に
東
軍
の
庇
護
下
に
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
応
仁
元
年
八
月
に
突
如
伊
勢
国
に
下
向
、
翌
年
九
月
に
上
洛
し
一
旦
義
政
と
合
流
す
る
も
、
二
月
に
は
西
軍
に
身
を
投
じ
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
二
月
の
時
点
で
、
形
式
的ではあるが、まず次の④のような政治的対立関係が成立
し
た
の
で
あ
る
。
四
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た
だ
し
西
幕
府
に
よ
る
後
南
朝
末
商
の
擁
立
は
文
明
五
年
（
一
四
七一二）一一一月の宗全の死去により終了するため、わずか二年
こ
れ
に
よ
り
西
軍
は
、
天
皇
た
る
存
在
が
不
在
な
が
ら
も
、
日
軍
に
「
将
軍
」
た
る
義
視
を
向
か
え
、
よ
り
幕
府
機
構
と
し
て
の
体
裁
（ｕ）
を
整
え
る
に
至
っ
た
。
こ
こ
に
東
軍
Ⅱ
東
幕
府
、
西
軍
Ⅱ
西
幕
府
と
い
う
二
つ
の
幕
府
が
対
立
・
並
存
す
る
状
況
が
現
出
し
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
公
卿
や
幕
府
の
奉
行
人
な
ど
も
東
西
両
幕
府
い
ず
れ
か
に
出
仕
す
る
よ
う
に
な
り
、
対
立
・
並
存
は
決
定
的
と
な
っ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
後
、
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
閏
八
月
に
は
西
幕
府
の
中
心
人
物
山
名
宗
全
主
導
の
も
と
南
朝
の
末
喬
（
以
下
「
後
南
朝
」
と
称
す
）
小
倉
宮
の
皇
子
を
奉
戴
す
る
こ
と
に
な
り
、
つ
い（⑫）
に
西
幕
府
は
天
皇
を
も
独
自
に
擁
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（⑤）。
⑤
天
皇
〔東幕府〕後士御門天皇
〔
西
幕
府
〕
小
倉
宮
皇
子
両軍④
軍軍
一ノ、－ノ
法
政
史
学
第
六
十
二
号
天
皇
後
士
御
門
天
皇
不
在
将
寵
足
利
義
政
足
利
義
視
将
軍
管
領
足
利
義
政
細
川
勝
元
足
利
義
視
斯
波
義
廉
管
領
細
川
勝
元
斯
波
義
廉
諸
大
名
斯
波
義
敏
ほ
か
川
名
宗
全
ほ
か
諸
大
名
斯
波
義
敏
ほ
か
山
名
宗
全
ほ
か
に
も
満
た
な
い
非
常
に
短
い
期
間
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
東
西
幕
府
の
対
立
・
並
存
状
況
は
こ
の
後
も
継
続
し
て
い
く
。
そ
し
て
応
仁
・
文
明
の
乱
自
体
は
、
文
明
五
年
に
両
幕
府
の
首
謀
者
た
る
山
名
宗
全
と
細
川
勝
元
が
相
次
い
で
死
去
す
る
も
戦
闘
状
態
は
継
続
し
、
最
終
的
に
は
文
明
九
年
二
四
七
七
）
に
西
幕
府
の
畠
山
義
就
・
大
内
政
弘
ら
が
自
己
の
領
国
に
下
向
す
る
に
お
よ
び
、
西
幕
府
は
瓦
解
し
乱
の
終
結
と
な
る
。
こ
こ
で
、
視
点
を
変
え
て
、
次
に
東
国
の
享
徳
の
乱
に
お
け
る
政
治
的
対
立
構
造
に
応
仁
・
文
明
の
乱
が
与
え
た
影
響
を
、
主
に
足
利
成
氏
の
東
西
両
幕
府
へ
の
政
治
的
対
応
と
い
う
形
で
み
て
い
こ
う
。
前
述
の
ご
と
く
、
享
徳
の
乱
が
東
国
に
お
い
て
依
然
継
続
し
た
ま
ま
、
畿
内
・
西
国
に
お
い
て
応
仁
・
文
明
の
乱
が
勃
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
期
間
対
照
図
参
照
）
。
後
者
の
勃
発
お
よ
び
そ
れ
に
よ
り
生
じ
た
政
治
的
対
立
関
係
が
、
前
者
の
そ
れ
に
影
響
を
与
え
な
い
わ
け
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
長
禄
元
年
に
将
軍
義
政
の
弟
政
知
が
新
関
東
公
方
と
し
て
下
向
し
た
こ
と
に
よ
り
、
成
氏
の
権
力
的
正
当
性
は
幕
府
に
完
全
に
否
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
す
で
に
前
述
し
た
。
長
禄
年
間
以
降
の
享
徳
の
乱
に
お
け
る
対
立
構
造
は
③
の
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
今
一
度
③
を示そう。
四
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関
東
管
領
上
杉
氏
側
は
、
新
公
方
を
迎
え
て
形
式
的
に
は
関
東
府
体
制
を
再
興
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
す
な
わ
ち
、
朝
敵
化
さ
れ
、
全
く
権
力
的
正
当
性
を
有
さ
な
い
成
氏
が
、
こ
こ
に
「
幕
府
ｌ
新
関
東
府
体
制
」
と
い
う
全
国
政
権
的
な
体
裁
を
整
え
た
政
治
権
力
を
相
手
に
戦
う
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
段
階
で
は
成
氏
の
没
落
は
確
実
視
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
幕
府
・
上
杉
氏
側
が
こ
の
よ
う
な
対
成
氏
戦
に
お
け
る
ほ
ぼ
完
壁
な
政
治
体
制
を
構
築
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
は
公
方
政
知
の
伊
豆
滞
留
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
新
関
東
府
内
部
に
お
け
る
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
め
ぐ
っ
て
新
公
方
政
知
と
関
東
管
領
上
杉
氏
と
の
間
は
う
ま
（皿）
く
は
い
か
な
か
っ
た
。
結
果
、
成
氏
討
伐
の
実
は
上
が
ら
ず
、
な
お
そ
の
命
脈
を
保
た
せ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
幕
府
・
上
杉
氏
側
が
時
間
を
浪
費
し
て
い
る
間
に
、
幕
府
の
御
膝
元
で
あ
る
京
都
に
お
い
て
応
仁
・
文
明
の
乱
が
勃
発
し
た
の
で
あ
る
。
同
乱
勃
発
は
成
氏
に
と
っ
て
ま
た
と
な
い
好
機
到
来
と
な
っ
た
。
享
徳
の
乱
勃
発
時
か
ら
、
成
氏
側
は
武
力
抗
争
を
行
う
傍
ら
、
常
に
京
都
と
の
和
睦
交
渉
の
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
（ｕ）
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
幕
府
・
上
杉
氏
側
は
そ
の
よ
う
な
成
氏
の
和
③
成
氏
対
幕
府
・
関
東
公
方
足
利
政
知
・
関
東
管
領
上
杉
氏
享
徳
の
乱
と
応
仁
・
文
明
の
乱
（
和
氣
）
陸
交
渉
に
も
全
く
応
じ
る
気
配
も
見
せ
ず
に
対
成
氏
強
硬
策
を
ひ
た
す
ら
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
は
す
で
に
前
述
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
応
仁
・
文
明
の
乱
が
勃
発
す
る
に
お
よ
び
、
成
氏
の
あ
ら
た
な
和
睦
交
渉の相手として「西幕府」という存在が現れたのである。
（遁）
実は、佐藤・家、水両氏の研究により、応仁・文明の乱開
始
直
後
の
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
頃
に
、
成
氏
と
西
幕
府
と
が
和
睦
を
結
ん
で
い
る
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
「
応
仁
の
都
鄙
和睦」）。それは次の史料一・二によって知られる。
【史料二
連
々
依
被
仰
上
都
鄙
御
和
睦
之
儀
、
申
沙
汰
候
由
、
義
廉
井
畠
山
・
山
名
書
状
到
来
候
、
御
大
慶
至
候
、
此
刻
速
可
有
御
調
義
候
、
出
陣
之
用
意
可
然
候
、
委
曲
被
仰
含
使
節
候
、
恐
々
謹
言
卯
月
十
一
日
成
氏
在
判
岩
松
左
京
亮
殿
（咽）
（『正木文書』）
［史料一二
（後筆）「応仁二年潤十月二日到来、御使佐々木近江守、於天命陣」
就
都
鄙
御
合
体
可
励
忠
節
由
、
、
京
都
被
成
御
教
書
候
、
此
度
属
本
意
候
様
弥
兵
義
等
能
々
可
相
談
候
、
謹
言
閏
十
月
朔
日
成氏（花押）
那
須
越
後
守
殿
四
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成
氏
は
、
相
対
的
に
で
は
あ
る
が
、
京
都
の
幕
府
（
西
幕
府
）
と
和
睦
し
て
自
己
の
権
力
的
正
当
性
の
一
定
の
回
復
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
史
料
こ
の
到
来
の
翌
月
に
は
、
西
幕
府
は
足
利
義
視
を
将
軍
に
擬
し
て
擁
立
し
幕
府
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
て
お
り
、
今
回
の
和
睦
は
西
幕
府
に
と
っ
て
も
全
国
政
権
と
し
て
の
法
政
史
学
第
六
十
二
号
（Ⅳ）
（「那須文書」）
史
料
一
・
二
は
と
も
に
応
仁
二
年
の
も
の
と
比
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
史
料
一
傍
線
部
の
「
義
廉
井
畠
山
・
山
名
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「義廉」は斯波義廉、「畠山」は畠山義就、「山名」は山名
宗
全
に
比
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
が
西
幕
府
の
主
要
構
成
員
で
あることは一一一一口うまでもなかろう。そして史料二では応仁二
年
閏
一
○
月
以
前
の
段
階
で
「
都
鄙
御
合
体
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
（
「
都
」
Ⅱ
京
都
の
幕
府
、
「
鄙
」
Ⅱ
関
東
府
）
。
こ
の
「
都
鄙
御
合
体
」
の
相
手
は
史
料
一
を
ふ
ま
え
れ
ば
西
幕
府
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
応
仁
の
都
鄙
和
睦
に
よ
り
、
次
に
示
す
⑥
の
よ
う
な
全
国
的
な
政
治
的
対
立
構
造
が
現
出
し
た
の
で
あ
る。⑥
東
幕
府
Ｉ
新
関
東
府
（
関
東
公
方
政
知
・
関
東
管
領
上
杉
氏
）
体
制
対
（岨）
西
幕
府
ｌ
旧
関
東
府
（
古
河
公
方
成
氏
の
政
権
）
体
制
体
裁
を
整
え
る
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
成
氏
側
と
し
て
は
、
こ
の
和
睦
だ
け
で
は
自
己
の
権
力
の
正
当
性
を
完
全
に
回
復
す
る
に
は
不
足
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
前
述
の
ご
と
く
成
氏
は
関
東
公
方
た
る
自
己
の
地
位
を
故
実
書
で
あ
る
『
殿
中
以
下
年
中
行
事
」
内
で
「
天
子
ノ
御
代
官
」
Ⅱ
天
皇
の
代
官
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
幕
府
（
西
幕
府
）
と
は
形
式
的
・
相
対
的
で
は
あ
っ
た
に
せ
よ
和
睦
と
い
う
形
に
こ
ぎ
つ
け
た
も
の
の
、
治
罰
総
旨
で
朝
敵
と
さ
れ
た
成
氏
が
関
東
に
お
け
る
「
天
子
ノ
御
代
官
」
た
る
自
己
の
地
位
を
回
復
す
る
た
め
に
は
、
天
皇
か
ら
の
勅
免
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
、
依
然
と
し
て
現
天
皇
は
西
幕
府
と
対
立
す
る
東
幕
府
側
に
押
さ
え
ら
れ
て
お
り
、
応
仁
の
都
鄙
和
睦
の
段
階
で
は
西
幕
府
に
は
天
皇
た
る
存
在
は
い
な
か
っ
た
。
東
西
両
幕
府
の
対
立
・
抗
争
の
止
揚
が
現
実
的
で
は
な
か
っ
た
以
上
、
西
幕
府
に
と
っ
て
も
、
成
氏
に
と
っ
て
も
日
派
に
お
け
る
「
天
皇
」
的
権
威
が
必
要
と
な
る
こ
と
は
時
間
の
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
も
す
で
に
前
述
し
た
が
、
西
幕
府
は
文
明
三
年
閏
八
月
に
、
山
名
宗
全
主
導
の
も
と
後
南
朝
小
倉
宮
皇
子
（四）
を
奉
戴
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
成
氏
は
享
徳
の
乱
開
始
時
に
朝
敵
化
さ
れ
て
以
降
、
は
じ
め
て
「
天
皇
」
に
よ
る
勅
免
の
可
能
性
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
時
に
成
氏
が
「
天
皇
」
小
倉
宮
皇
子
に
、
例
え
ば
論
旨
の
四
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享
徳
の
乱
、
応
仁
・
文
明
の
乱
を
通
し
て
、
文
明
三
年
の
段
階
で
、
つ
い
に
天
皇
の
正
当
性
を
も
争
う
レ
ベ
ル
で
の
対
立
構
造
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
南
北
朝
時
代
に
逆
戻
り
す
る
か
の
ど
と
き
現
象
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
西
幕
府
の
小
倉
宮
皇
子
奉
戴
は
文
明
五
年
に
は
終
焉
を
迎
え
て
し
ま
い
、
東
西
両
天
皇
が
対
立
す
る
状
況
は
短
期
間
に
て
終
焉
を
迎
え
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
成
氏
に
と
っ
て
は
積
年
の
政
治
的
課
題
で
あ
っ
た
脱
「
朝
敵
」
化
に
成
功
し
、
自
己
の
地
位
の
正
当
性
の
一
定
の
回
復
に
繋
が
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
西
幕
府
も
こ
れ
以
後
成
氏
政
権
を
正
当
な
権
力
と
し
て
位
置
付
け
て
提
携
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
西
幕
府
に
よ
る
後
南
朝
小
倉
宮
皇
子
の
奉
戴
は
、
形
式
上
の
も
発
給
な
ど
の
形
で
勅
免
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
定
か
で
は
な
い
。
が
、
お
そ
ら
く
は
成
氏
は
「
朝
敵
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
は
は
ず
さ
れ
た
と
主
張
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
西
幕
府
に
よ
る
小
倉
宮
皇
子
奉
戴
は
、
次
に
示
す
⑦
の
よ
う
な
政
治
的
対
立
構
造
を
現
出
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
⑦
天
皇
将
軍
関
東
公
方
関
東
管
領
束
幕
府
〔
後
土
御
門
天
皇
足
利
義
政
〕
Ｉ
関
東
府
〔
足
利
政
知
上
杉
顕
定
〕
対
（別）
西
幕
府
〔
小
倉
宮
皇
子
足
利
義
視
〕
ｌ
関
東
府
〔
足
利
成
氏
〕
享
徳
の
乱
と
応
仁
・
文
明
の
乱
（
和
氣
）
本
章
で
は
、
主
に
足
利
成
氏
と
後
南
朝
と
の
接
触
の
可
能
性
が
、
時
期
的
に
何
時
頃
ま
で
遡
れ
る
か
を
中
心
に
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
そ
の
際
、
後
南
朝
に
関
す
る
歴
史
的
事
項
に
つ
い
て
は
森
茂
暁
（、）
氏
の
研
究
に
多
く
を
拠
っ
た
。
そ
も
そ
も
「
後
南
朝
」
と
は
、
明
徳
三
年
（
元
中
九
年
、
一
三
九
二年）の南北朝の合体以後の旧南朝勢力を指す一一一一口葉であ
る
。
南
北
合
体
後
、
幕
府
は
合
体
時
の
条
件
の
一
つ
で
あ
る
皇
位
の
の
だ
け
で
な
く
、
優
れ
て
政
治
的
・
戦
略
的
な
対
応
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
こ
こ
で
一
つ
の
疑
問
が
生
じ
る
。
成
氏
は
享
徳
四
年
に
朝
敵
化
さ
れ
て
以
降
、
そ
の
克
服
を
最
大
の
政
治
課
題
と
し
て
い
た
が、今まで見てきたようにそれは文明三年の段階でようや
く
実
現
す
る
（
東
幕
府
の
擁
す
る
後
士
御
門
天
皇
か
ら
の
勅
免
は
な
く
、
相
対
的
な
も
の
で
は
あ
る
）
。
し
か
し
享
徳
の
乱
当
初
こ
そ
軍
事
的
に
優
勢
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
朝
敵
化
の
克
服
は
成
氏
に
と
っ
て
急
務
の
問
題
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
は
た
し
て
文
明
三
年
の
段
階
に
至
る
ま
で
後
南
朝
と
成
氏
側
と
の
接
触
の
可
能
性
は
全
く
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
章
以
降
で
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
一
一
享
徳
四
年
段
階
に
お
け
る
足
利
成
氏
と
後
南
朝
勢
力
と
の
提
携
の
可
能
性
四
九
Hosei University Repository
南
北
両
朝
か
ら
の
迭
立
化
を
完
全
に
反
故
に
し
て
し
ま
い
、
北
朝
の
み
に
皇
位
継
承
を
認
め
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
旧
南
朝
Ⅱ
後
南
朝
勢
力
は
、
事
あ
る
ご
と
に
反
北
朝
・
反
幕
的
行
動
を
と
っ
て
い
っ
た
。
例
え
ば
伊
勢
国
司
北
畠
満
雅
の
蜂
起
、
永
享
の
乱
に
至
る
ま
で
の
足
利
持
氏
の
反
幕
行
動
、
大
覚
寺
義
昭
逐
電
事
件
、
嘉
吉
の
乱
な
ど
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
詳
細
は
述
べ
な
い
が
、
反
幕
行
動
に
は
必
ず
後
南
朝
の
影
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
。
そして嘉吉一一一年（一四四三）九月には鎌倉期の後鳥羽天
皇
の
皇
胤
と
称
す
る
源
尊
秀
な
る
人
物
を
首
謀
と
す
る
集
団
が
南
朝
皇
胤
を
担
ぎ
出
し
、
時
の
後
花
園
天
皇
の
内
裏
を
襲
撃
し
て
神
璽
が
奪
わ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
（
「
禁
閥
の
変
」
）
。
こ
れ
は
嘉
吉
元
年
六
月
に
時
の
将
軍
足
利
義
教
が
赤
松
氏
に
よ
り
謀
殺
さ
れ
た
事
件
（
嘉
吉
の
乱
）
や
同
三
年
七
月
の
幼
将
軍
義
勝
の
死
去
な
ど
の
幕
政
の
混
乱
に
乗
じ
、
後
南
朝
勢
力
が
内
裏
襲
撃
と
い
う
胸
接
行
動
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
禁
閼
の
変
の
後
、
神
璽
奪
取
に
勢
い
づ
い
た
の
か
、
文
安
年
間
（
一
四
四
四
～
四
九
）
に
は
紀
伊
国
で
後
南
朝
の
（犯）
蜂
起
が
相
次
い
で
い
る
。
さ
て
、
京
都
お
よ
び
畿
内
周
辺
に
お
い
て
後
南
朝
の
動
き
が
活
発
化
し
始
め
た
頃
、
東
国
で
は
永
享
の
乱
に
よ
り
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
た
関
東
公
方
足
利
持
氏
の
子
息
成
氏
を
新
関
東
公
方
に
据
え
て
、
文
安
年
間
に
は
関
東
府
体
制
が
再
興
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
後
公
方
成
氏
法
政
史
学
第
六
十
二
号
は
父
の
仇
で
あ
る
関
東
管
領
上
杉
氏
勢
力
と
の
対
立
を
次
第
に
深
め
、
享
徳
一
一
一
年
の
一
二
月
に
は
成
氏
派
に
よ
る
関
東
管
領
上
杉
憲
忠
謀
殺
に
よ
り
享
徳
の
乱
が
勃
発
す
る
。
そ
し
て
翌
年
三
月
末
に
は
後
花
園
天
皇
か
ら
幕
府
の
成
氏
討
伐
軍
に
御
旗
が
下
賜
さ
れ
、
「
天
子
ノ
御
代
官
」
た
る
こ
と
を
自
認
し
て
東
国
を
統
治
し
よ
う
と
し
て
い
た
成
氏
の
朝
敵
化
が
決
定
的
と
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
成
氏
の
脱
「
朝
敵
」
へ
の
道
の
模
索
が
始
ま
る
。
と
こ
ろ
が
京
都
の
幕
府
は
成
氏
か
ら
の
和
睦
交
渉
を
無
視
し
、
新
関
東
公
方
と
し
て
将
軍
義
政
の
御
連
枝
政
知
を
下
向
さ
せ
て
お
り
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
成
氏
の
関
東
公
方
復
帰
へ
の
道
は
完
全
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
、
と
、
こ
こ
ま
で
は
す
で
に
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
成
氏
方
は
享
徳
の
乱
の
開
始
当
初
こ
そ
先
制
攻
撃
が
功
を
奏
し
戦
局
は
成
氏
方
優
位
に
進
ん
で
い
た
が
、
自
己
の
地
位
に
権
力
的
正
当
性
が
全
く
な
い
状
態
で
は
い
つ
情
勢
が
覆
さ
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
か
っ
た
。
筆者は、このような状況下におかれていた成氏およびそ
の
支
持
者
た
ち
が
、
京
都
の
天
皇
と
の
和
睦
の
道
が
幕
府
に
よ
っ
て
完
全
に
阻
ま
れ
て
し
ま
っ
た
以
上
、
そ
れ
と
は
別
の
権
力
的
正
当
性
回
復
へ
の
道
を
模
索
し
た
可
能
性
が
高
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
事
実
、
享
徳
の
乱
開
始
初
期
に
、
京
都
や
熊
野
に
お
い
て
、
成
氏
の
動
き
に
呼
応
す
る
か
の
ど
と
き
南
朝
皇
胤
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
次
に
、
や
は
り
森
氏
の
成
果
に
拠
り
な
が
ら
そ
れ
ら
を
み
て
い
五
○
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ま
ず
、
享
徳
四
年
二
月
末
に
、
相
国
寺
慶
雲
院
主
で
、
南
朝
皇
胤
で
あ
る
梵
勝
蔵
主
と
そ
の
舎
弟
梵
仲
侍
者
の
兄
弟
が
突
如
逐
電
し
て
（幻）
行方をくら一よせている事実がある。
梵
勝
・
梵
仲
の
兄
弟
は
旧
南
朝
系
玉
川
宮
（
長
慶
天
皇
の
皇
子
）
の
末
孫
で
あ
る
。
森
氏
に
よ
れ
ば
玉
川
宮
の
系
統
は
室
町
幕
府
体
制
に
順
応
的
で
あ
っ
た
の
で
、
梵
勝
・
梵
仲
兄
弟
も
同
様
の
政
治
的
姿
勢
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
兄
弟
の
逐
電
劇
の
理
川
に
つ
い
て
は
、
こ
の
当
時
「
幕
府
を
取
り
巻
く
政
治
・
社
会
状
況
が
（型）
南
方
の
蜂
起
を
誘
う
よ
う
な
不
安
定
な
時
期
に
さ
‐
し
か
か
っ
た
」
と
し
、
あ
わ
せ
て
兄
弟
の
年
齢
が
少
な
く
と
も
青
年
期
に
は
達
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
も
考
慮
し
て
、
二
人
に
何
ら
か
の
危
機
的
状
況
が
生
じ
た
た
め
と
推
定
し
て
い
る
。
筆
者
は
森
氏
の
見
解
に
全
く
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
た
だ
、
梵
勝
・
梵
仲
兄
弟
が
逐
電
し
た
時
期
が
承
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
森
氏は、兄弟の逐電時、幕府を取り巻く状況が「不安定な時
期
」
で
あ
っ
た
と
の
み
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
よ
り
具
体
的
に
は
享
徳
の
乱
こ
そ
が
幕
府
に
「
不
安
定
な
時
期
」
を
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
享
徳
三
年
一
一
一
月
に
始
ま
っ
た
動
乱
は
、
年
を
越
し
て
戦
闘
が
拡
大
し
混
迷
の
度
を
よ
り
深
め
て
い
た
。
逐
電
時
の
同
四
年
二
月
末
と
言
え
ば
追
討
軍
の
下
向
直
前
で
あ
り
、
幕
府
内
享
徳
の
乱
と
応
仁
・
文
明
の
乱
（
和
氣
）
部
は
成
氏
討
伐
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
あ
え
て
憶
測
を
重
ね
る
な
ら
ば
、
享
徳
の
乱
に
呼
応
し
て
の
逐
電
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
梵
勝
・
梵
仲
兄
弟
の
逐
電
の
理
由
を
史
料
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、
こ
れ
以
上
の
詮
索
は
不
可
能
で
あ
る
。
で
は
次
に
後
南
朝
文
書
と
し
て
周
知
の
も
の
で
あ
る
「
忠
義
壬
文
書
」
を
み
て
み
よ
う
。
こ
の
文
書
に
つ
い
て
は
古
く
は
村
田
正
志
氏
（班）
の研究があり、一二点の忠義王の署判を持つ文書が知られて
い
る
。
村
田
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
忠
義
王
と
は
南
朝
の
皇
胤
で
あ
り
、
兄
弟
で
あ
っ
て
兄
は
大
和
国
北
山
郷
（
現
奈
良
県
上
北
山
・
下
北
山
村
）
に
在
住
し
「
北
山
宮
目
天
王
」
と
称
し
、
弟
宮
は
や
は
り
そ
の
在
所
か
ら
「
河
野
宮
忠
義
壬
」
と
称
し
た
と
い
う
。
実
は
「
河
野
宮
」
は
実
在
の
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
で
に
前
述
し
た
、
禁
闘
の
変
に
お
い
て
後
南
朝
方
に
奪
わ
れ
た
神
璽
を
、
嘉
吉
の
乱
に
よ
り
滅
亡
し
た
赤
松
家
川
匝
が
神
璽
奪
還
を
条
件
と
し
て
幕
府
に
御
家
再
興
を
願
い
出
た
際
の
も
の
で
あ
る
文
明
一
○
年
（
一
四
（妬）
七八）八月のｆ月満士ｎ．堀秀仙連署南方御退治条々に「一
宮
者
、
吉
野
奥
北
山
御
座
、
二
宮
者
、
同
河
野
郷
」
と
あ
り
、
こ
の
二
宮
Ⅱ
河
野
宮
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
二
宮
Ⅱ
河
野
宮
Ⅱ忠義王ということになるが、現段階では確定には至って
いない。
五
一
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問
題
は
、
実
在
し
た
可
能
性
の
あ
る
後
南
朝
皇
胤
の
忠
義
王
が
発
給
し
た
と
さ
れ
る
文
書
が
三
点
ほ
ど
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
二
点
は
「
乙
亥
」
の
干
支
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
乙
亥
は
忠
義
壬
の
活
動
期
間
か
ら
考
え
て
享
徳
四
年
に
比
定
さ
れ
る
。
な
か
で
も
「
乙
亥
」
干
支
を
持
つ
文
書
の
う
ち
の
一
通
は
、
次
に
示
す
よ
う
な
軍
勢
催
促
状
で
あ
っ
た
。
【史料三］
忠義（花押）
色
河
郷
、
即
先
皇
由
緒
之
地
也
、
其
龍
孫
鳳
萱
、
已
幸
大
河
内
之
行
宮
也
、
早
参
錦
幡
下
、
可
致
軍
功
、
然
者
可
有
恩
賞
者
也
、
天
氣
之
趣
如
此
突
乙
亥
八
月
六
日
色
河
郷
惣
中
（幻）
（『色川郷文聿日」）
（蛆）
現在、森氏も指摘されるがごとく、史料一二ほか一一点の忠
義
王
発
給
文
書
は
、
な
お
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れている。筆者も史料三をはじめとする忠義王発給文書一一一
点
が
正
文
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
少
な
く
と
も
史
料
三
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
享
徳
四
年
の
段
階
に
軍
勢
催
促
を
し
て
い
た
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
法
政
史
学
第
六
十
二
号
そ
の
よ
う
な
事
実
が
あ
っ
た
場
合
、
筆
者
は
や
は
り
享
徳
の
乱
と
の
関
連
性
を
考
え
る
の
で
あ
る
。
先
に
見
た
梵
勝
・
梵
仲
兄
弟
の
場
合
は
、
そ
の
事
実
を
伝
え
る
史
料
こ
そ
良
質
な
も
の
の
、
兄
弟
の
逐
電
の
理
由
が
定
か
で
は
な
く
、
享
徳
の
乱
と
の
関
連
性
を
推
定
す
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
忠
義
王
の
事
例
の
場
合
、
事
実
を
伝
え
る
史
料
の信懸性にこそ問題があるものの、ではなぜ乙亥なのか、
軍
勢
催
促
状
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
と
き
、
た
と
え
偽
文
書
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
事
項
は
あ
る
程
度
の
歴
史
的
事
実
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
時
期
的
に
見
て
、
享
徳
の
乱
に
お
け
る
成
氏
の
反
幕
行
動
の
情
報
が
何
ら
か
の
形
で
後
南
朝
勢
力
に
伝
わ
り
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
活
動
を
起
こ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
余
地
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
の
関
連
史
料
が
皆
無
な
の
で
、
忠
義
王
の
事
例
が
享
徳
の
乱
に
呼
応
し
て
の
後
南
朝
蜂
起
であったとまでは一一一一口い切れない。しかし、少なくとも前章
で
見
て
き
た
ご
と
く
、
自
己
の
地
位
を
「
天
子
ノ
御
代
官
」
と
規
定
し
て
い
た
成
氏
が
、
享
徳
の
乱
を
起
こ
し
た
こ
と
に
よ
り
天
子
の
代
官
た
る
地
位
を
幕
府
に
よ
り
完
全
否
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
以
上
、
成
氏
方
が
後
南
朝
と
の
提
携
・
奉
戴
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
は
む
し
ろ
低
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
９
ま
た
後
南
朝
側
も
享
徳
の
乱
以
前
か
ら
反
幕
府
的
蜂
起
が
発
生
す
五
一
一
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こ
こ
で
は
足
利
成
氏
の
娘
が
六
角
高
頼
（
亀
寿
丸
・
行
高
、
以
後
「
高
頼
」
に
表
記
を
統
二
に
嫁
い
だ
可
能
性
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
事
実
で
あ
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
意
義
を
持
っ
て
く
る
の
か
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
は
両
者
の
婚
姻
関
係
を
記
載
す
る
史
料
を
紹
介
し
よ
う
。
そ
（羽）
れ
は
『
古
河
公
方
系
図
」
と
称
さ
れ
る
「
続
群
書
類
従
』
所
収
の
関
る
た
び
に
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
い
た
こ
と
は
既
に
前
述
し
た
。
し
か
も
先
年
の
神
璽
奪
取
に
よ
り
、
多
少
な
り
と
も
皇
位
奪
還
へ
の
士
気
は
高
ま
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
状
況
的
に
は
享
徳
の
乱
勃
発
直
後
に
両
者
の
提
携
が
行
わ
れ
て
も
少
し
も
不
思
議
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
後
年
に
は
、
成
氏
と
和
睦
し
た
西
幕
府
が
後
南
朝
の
小
倉
宮
皇
子
を
奉
戴
し
た
こ
と
に
よ
り
、
成
氏
も
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
小
倉
宮
皇
子
奉
戴
と
い
う
立
場
に
立
つ
の
で
あ
る
か
ら
。
以上、推論を重ねてしまったが、本章では享徳の乱勃発
直
後
に
足
利
成
氏
と
後
南
朝
と
の
提
携
の
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
次
章
で
は
再
び
視
点
を
変
え
て
、
従
来
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
足
利
成
氏
の
娘
と
応
仁
・
文
明
の
乱
当
時
の
近
江源氏佐々木六角氏の当主六角高頼との間に婚姻関係が成
立
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
享
徳
の
乱
と
応
仁
・
文
明
の
乱
（
和
氣
）
三
足
利
成
氏
娘
と
六
角
高
頼
と
の
婚
姻
成
立
の
可
能
性
東足利氏の系図である。これは承応二年（一六五一一一）頃ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
と
さ
れ
、
内
容
は
関
東
足
利
氏
初
代
足
利
基
氏
か
ら
始
ま
り
関
東
公
方
歴
代
を
経
て
近
世
の
喜
連
川
氏
に
ま
で
至
る
、
一
般
に
近
世
水
戸
藩
の
史
臣
丸
山
可
澄
の
編
と
さ
れ
る
「
諸
家
系
図
蟇
」
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
実
は
こ
の
系
図
の
成
氏
女
子
の
一
人
に
「
佐
々
木
六
角
大
膳
大
夫
源
高
頼
妻
」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（釦）
このような記載は関東足利氏に関する、王な系図類には見
ら
れ
ず
、
「
古
河
公
方
系
図
」
の
み
に
見
ら
れ
る
記
載
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
同
系
図
自
体
が
一
七
世
紀
中
頃
の
作
と
推
定
さ
れ
て
い
る
た
め
も
あ
り
、
従
来
「
佐
々
木
六
角
大
膳
大
夫
源
高
頼
妻
」
と
い
う記載についてはほとんど取り上げられてはこなかった。
確
か
に
こ
の
件
に
関
す
る
記
載
は
同
系
図
に
し
か
な
い
の
で
、
そ
の
信
瀝
性
た
る
や
非
常
に
心
細
い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
享
徳
の
乱
と
応
仁
・
文
明
の
乱
を
通
し
て
、
足
利
成
氏
と
西
幕
府
と
が
和
睦
し
提
携
関
係
を
結
ん
だ
こ
と
は
す
で
に
周
知
の
歴
史
的
事
実
で
あ
る
。
ま
た
六
角
高
頼
が
西
幕
府
の
主
要
構
成
員
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
も
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
両
者
が
姻
戚
関
係
を
結
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
成
氏
主
導
の
関
東
府
と
西
幕
府
と
の
提
携
関
係
の
強
化
に
繋
が
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
成
氏
娘
と
高
頼
の
間
に
婚
姻
関
係
が
成
立
し
て
い
た
可
能
性
を
五
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法
政
史
学
第
六
十
二
号
（、）
探
る
と
と
も
に
、
そ
の
時
期
、
そ
の
意
義
、
お
よ
び
六
角
氏
権
力
に
与
え
た
影
響
な
ど
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
時
期
で
あ
る
が
、
成
氏
と
高
頼
と
が
姻
戚
関
係
を
結
ぶ
必
然
性
が
あ
る
時
期
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
の
は
、
や
は
り
応
仁
の
都
鄙
和
睦
前
後
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
そ
の
場
合
の
両
者
の
年
齢
的
な
問
題
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
成
氏
の
場
合
、
明
応
六
（犯）
年
（
一
四
九
七
）
に
六
四
歳
で
没
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
没
年
は
間
違
い
な
か
ろ
う
が
、
没
年
時
の
年
齢
は
正
確
で
は
な
い
と
し
て
も
、
ほ
ぼ
六
○
歳
代
の
前
半
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
い
も
の
と
思
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
成
氏
の
生
年
は
永
享
年
間
（
一
四
二
九
～
一
四
四
○
）
頃
の
こ
と
と
推
定
で
き
、
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
の
都
鄙
和
睦
時
に
は
三
○
歳
前
後
の
壮
年
期
に
達
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
三
○
歳
前
後
な
ら
ば
他
家
へ
嫁
が
せ
る
べ
き
娘
が
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
年
齢
で
あ
ろ
う
（
し
か
し
、
幼
年
期
と
考
え
ら
れ
、
婚
姻
の
約
束
こ
そ
成
立
可
能
な
も
の
の
、
実
際
の
婚
礼
は
後
年
の
こ
ととなろう）。
一
方
の
六
角
高
頼
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
高
頼
の
場
合
、
没
年
は
（羽）
、水正一七年（一五一一○）の一○月とされているが、その生
年
お
よ
び
没
年
時
の
年
齢
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
高
頼
は
康
正
二
年
（
｜
ｎ
五
六
）
に
父
久
頼
が
自
殺
後
、
す
ぐ
に
六
角
氏
家
督
と
し
て
活
動
し
て
お
り
（
こ
の
頃
は
幼
名
の
「
亀
寿
丸
」
で
あ
っ
た
）
、
ま
た
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
頃
に
元
服
し
た
と
さ
れ
て
い
る
（型）
ので、年齢的には成氏の娘と声同頼との間に婚姻関係が成立
し
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
で
は
、
両
者
が
姻
戚
関
係
を
結
ぶ
必
然
性
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
成
氏
は
、
現
天
皇
を
自
派
に
抱
え
込
み
、
さ
ら
に
自
分
に
代
わ
る
新
関
東
公
方
を
立
て
た
「
東
幕
・
府
ｌ
新
関
東
府
体
制
」
と
対
抗
す
る
た
め
に
西
幕
府
と
の
和
睦
・
提
携は必須であったし、西幕府としても東幕府への対抗上、
全
国
政
権
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
る
た
め
に
成
氏
と
の
和
睦
・
提
携
は
必
要
不
可
欠
な
対
応
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
六
角
高
頼
は
西
幕
府
の
有
力
武
将
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
両
者
の
間
に
姻
戚
関
係
が
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
成
氏
権
力
（
関
東
府
）
と
西
幕
府
と
の
提
携
を
人
的
関
係
に
お
い
て
よ
り
強
固
に
補
足
す
る
と
い
う
効
能
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
な
ぜ
成
氏
が
姻
戚
関
係
を
結
ぶ
対
象
が
六角氏であるのか、という疑問が残る。
六
角
氏
は
近
江
源
氏
佐
々
木
氏
の
嫡
流
で
、
源
頼
朝
が
鎌
倉
幕
府
を
開
い
て
以
来
の
名
家
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
南
北
朝
期
に
は
同
族
の
京
極
高
氏
（
佐
々
木
導
誉
）
が
室
町
幕
府
創
立
に
功
が
あ
り
、
佐
々
木
氏
の
惣
領
職
お
よ
び
近
江
国
守
護
職
を
一
時
期
こ
れ
に
奪
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
京
極
氏
は
幕
府
の
侍
所
所
司
に
任
じ
ら
れ
る
四
職
の
家
五
四
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柄
と
さ
れ
、
幕
府
内
に
お
い
て
重
用
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
（躯）
あ
る
。
室
町
幕
府
体
制
に
お
け
る
六
角
氏
の
政
治
的
位
置
は
決
し
て
高
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
筆
者
は
六
角
氏
の
領
国
が
近
江
国
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
成
氏
と
の
姻
戚
関
係
の
成
立
に
お
い
て
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
す
で
に
家
永
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
「
大
乗
院
寺
社
雑
事記」の文明五年（一四七三）一○月一一Ⅱ条にある、当時
（妬）
西
幕
府
の
有
力
武
将
で
あ
っ
た
美
濃
国
守
護
代
斎
藤
妙
椿
の
書
状
の
要
約
文
と
さ
れ
る
も
の
の
中
に
「
又
日
鎌
倉
御
兄
弟
方
持
是
院
事
御
愚
子
細
在
之
、
京
方
鎌
倉
殿
同
御
瀝
云
々
」
と
い
う
く
だ
り
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
鎌
倉
御
兄
弟
方
」
と
い
う
の
は
成
氏
の
兄
弟
で
あ
り
、
後
に
鎌
倉
鶴
岡
若
宮
別
当
「
雪
ノ
下
殿
」
と
な
っ
て
成
氏
権
力
の
一
翼
を
担
っ
た
定
尊
・
尊
徽
で
あ
る
。
ま
た
「
京
方
鎌
倉
殿
」
と
は
東
幕
府
系
の
関
東
公
方
足
利
政
知
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
一
文
は
、
主
家
の
土
岐
氏
を
凌
ぎ
、
応
仁
・
文
明
の
乱
当
時
、
美
濃
国
周
辺
の
地
域
で
一
大
勢
力
を
構
築
し
て
い
た
斎
藤
妙
椿
に
対
し
、
成
氏
・
政
知
双
方
か
ら
「
御
想
」
Ⅱ
支
援
要
請
が
あ
っ
た
と
解
釈
で
き
る
の
で
あ
る
。
東
国
で
対
立
す
る
成
氏
・
政
知
両
者
に
と
っ
て
、
妙
椿
は
実
際
に
支
援
を
「
御
懸
」
む
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
妙
椿
と
六
角
高
頼
と
が
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
享
徳
の
乱
と
応
仁
・
文
明
の
乱
（
和
氣
）
〈”）
て
お
ｈ
ソ
、
し
か
も
六
角
氏
の
領
国
近
江
は
妙
椿
の
勢
力
圏
の
中
心
Ⅱ
美
濃
国
に
隣
接
し
て
い
る
。
妙
椿
・
高
頼
と
も
に
西
幕
府
に
所
属
し
て
お
り
、
成
氏
は
高
頼
と
姻
戚
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
高
頼
の
同
盟
者
で
あ
る
斎
藤
妙
椿
と
の
関
係
を
よ
り
濃
密
に
し
よ
う
と
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
足
利
成
氏
が
高
頼
に
娘
を
嫁
が
せ
た
可
能
性
を
そ
の
辺
り
に
強
く
感
じ
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
足
利
成
氏
の
娘
と
六
角
高
頼
と
の
間
に
婚
姻
関
係
が
成
立
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
政
治
情
勢
か
ら
分
析
し
て
み
た
限
り
で
は
、
典
拠
史
料
の
信
懸
性
に
問
題
が
あ
る
も
の
の
、
婚
姻
が
歴
史
的
事
実
で
あ
っ
た
可
能
性
は
多
分
に
残
さ
れ
て
い
る
も
の
と
推
定
し
た
。
で
は
、
最
後
に
、
両
者
に
お
け
る
姻
戚
関
係
成
立
の
痕
跡
が
、
六
角
氏
権
力
内
部
の
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
な
い
か
を
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
具
体
的
に
は
高
頼
の
嫡
子
六
角
氏
綱
に
注
目
す
る
。
氏
綱
は
高
頼
の
嫡
子
で
、
明
応
元
年
（
一
四
九
二
）
頃
の
生
ま
れ
と
さ
れ
、
永
正
年
間
（
一
五
○
四
～
一
五
二
○
）
初
頭
に
は
父
高
頼
か
ら
家
督
を
相
続
し
、
六
角
氏
当
主
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
し
か
し
永
正
一
五
年
（
一
五
一
八
）
に
は
、
父
に
先
立
ち
死
去
し
て
し
（犯）
士
｛
う
。
氏
綱
に
は
子
が
な
く
、
そ
の
没
後
、
家
督
は
弟
の
定
頼
が
相
続
し
、
以
後
六
角
氏
の
惣
領
職
は
定
頼
の
系
統
に
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
と
従
来
は
考
え
ら
れ
て
き
た
（
「
室
町
・
戦
国
期
六
角
氏
略
五
五
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系図」参照）。
し
か
し
、
近
年
、
佐
々
木
哲
氏
ら
に
よ
り
、
実
は
氏
網
に
は
子
供
が
い
て
、
六
角
氏
の
家
督
は
そ
の
氏
綱
の
子
孫
ら
に
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
氏
綱
の
弟
定
頼
に
始
ま
る
系
統
は
氏
綱
の
子
ら
が
幼
少
に
し
て
家
督
相
続
を
繰
り
返
し
た
こ
と
に
よ
り
、
代
々
そ
の
後
見
人
の
地
位
に
就
任
し
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
系
統
で
あ
っ
た
と
い
う
新
説
が
提
咄
（”）
さ
れ
て
い
る
（
略
系
図
参
昭
坐
。
佐
々
木
氏
の
説
を
と
れ
ば
、
定
頼
の
子
孫
は
代
々
家
督
の
後
見
と
い
う
地
位
に
甘
ん
じ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
氏
網
流
の
家
督
が
成
人
す
る
前
に
、
常
に
幼
少
の
家
督
に
交
代
さ
せ
て
、
六
角
氏
権
力
の
実
権
は
定
頼
流
が
掌
握
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
こ
に
氏
綱
流
と
定
頼
流
と
の
間
に
六
角
氏
権
法
政
史
学
第
六
十
二
号
【室町・戦国期六角氏略系図】
氏
※
氏
綱
以
下
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
注
羽
の
佐
々
木
氏
各
論
を
参
照
し
た
。
・
宗
能
）
ｌ
義
信
ｌ
義
秀
治
そ
こ
で
氏
綱
の
母
親
が
足
利
成
氏
の
娘
で
あ
っ
た
可
能
性
を
考
え
（側）
た
い
の
で
あ
る
。
当
時
成
氏
の
娘
が
高
頼
に
嫁
い
で
い
た
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
家
格
（
関
東
公
方
家
）
の
高
さ
か
ら
高
頼
の
正
妻
と
な
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
そ
の
よ
う
に
推
定
し
、
さ
ら
に
高
頼
の
嫡
子
氏
綱
の
母
親
で
あ
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
氏
綱
の
「
氏
」
の
字
は
、
外
祖
父
に
推
定
さ
れ
る
成
氏
は
明
応
六
年
に
死
去
し
て
し
ま
う
の
で
可
能
性
は
な
い
が
、
そ
の
嫡
子
で
関
東
公
方
家
を
継
承
し
た
政
氏
（
氏
綱
の
叔
父
に
な
る
か
）
か
ら
の
偏
諒
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
（虹）
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
た
と
え
成
氏
の
娘
が
氏
綱
の
実
母
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
家
格
の
高
さ
か
ら
少
な
く
と
も
氏
綱
の
父
高
頼
の
正
妻
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
力
内
部
で
の
主
導
権
を
め
ぐ
っ
て
の
権
力
闘
争
が
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
な
ぜ
定
頼
流
、
特
に
定
頼
は
、
幼
少
の
家
督
に
成
り
代
わ
り
、
家
督
慕
奪
の
挙
に
出
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。
し
か
も
定
頼
は
自
分
の
子
孫
に
も
六
角
氏
家
督
を
相
続
さ
せ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
、
定
頼
の
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
先
に
見
た
定
頼
の
父
高
頼
と
足
利
成
氏
の
娘
と
の
婚
姻
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
た
ら
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
五
六
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享
徳
の
乱
は
、
文
明
九
年
に
ま
ず
成
氏
と
関
東
管
領
上
杉
氏
と
の
間
に
講
和
が
成
立
し
、
次
い
で
文
明
一
四
年
に
成
氏
と
幕
府
と
の
間
に
和
睦
が
成
立
す
る
こ
と
に
よ
り
終
結
す
る
。
ま
た
応
仁
・
文
明
の
乱
は
、
文
明
九
年
に
西
幕
府
が
諸
大
名
の
領
国
下
向
に
伴
い
解
散
と
た
。
そ
の
場
合
、
氏
綱
は
正
妻
（
成
氏
娘
）
の
実
子
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
長
男
Ⅱ
嫡
子
と
し
て
育
て
ら
れ
、
由
緒
あ
る
関
東
公
方
家
の
通
字
「
氏
」
の
字
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
推
定
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
定
頼
流
は
氏
綱
流
の
血
筋
の
良
さ
ゆ
え
家
督
簑
奪
Ⅱ
氏
綱
流
の
根
絶
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
、
と
い
う
一
つ
の
推
定
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。
以
上
、
本
章
に
お
い
て
は
、
推
論
に
推
論
を
重
ね
た
感
が
強
い
が
、
当
時
の
政
治
的
状
況
や
六
角
氏
権
力
内
部
の
問
題
を
ふ
ま
え
る
と
、
足
利
成
氏
の
娘
と
六
角
高
頼
と
が
婚
姻
を
取
り
結
ん
だ
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
推
定
し
た
。
ま
た
、
六
角
氏
権
力
内
部
に
お
い
て
、
高
頼
の
嫡
子
氏
綱
お
よ
び
そ
の
子
孫
の
存
在
に
着
目
し
、
成
氏
の
娘
と
高
頼
と
の
間
に
蛎
姻
関
係
が
成
立
し
て
い
た
と
考
え
た
方
が
、
定
頼
流
が
氏
綱
流
家
督
の
補
佐
役
に
代
々
徹
し
た
理
由
を
説
明
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
も
指
摘
し
た
。
享
徳
の
乱
と
応
仁
・
文
明
の
乱
（
和
氣
）
お
わ
り
に
な
り
、
東
西
幕
府
の
対
立
状
況
は
止
揚
さ
れ
終
結
す
る
。
両
乱
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
東
国
・
西
国
に
ま
た
が
る
ほ
と
ん
ど
全
国
的
な
規
模
で
展
開
し
、
そ
の
中
で
様
々
な
権
力
に
よ
る
対
立
・
提
携
の
構
図
が
描
か
れ
て
き
た
。
そ
し
て
そ
の
最
終
的
な
構
図
が
、
文
明
三
年
の
段
階
で
成
立
す
る
、
東
幕
府
〔
後
士
御
門
天
皇
・
足
利
義
政
〕
ｌ
関
東
府
〔
足
利
政
知
・
関
東
管
領
上
杉
顕
定
〕
体
制
対
西
幕
府
〔
小
倉
宮
皇
子
・
足
利
義
視
〕
ｌ
関
東
府
〔
足
利
成
氏
〕
体
制
と
い
う
、
対
立
す
る
両
陣
営
が
と
も
に
当
時
の
最
高
権
威
で
あ
る
「
天
皇
」
を
擁
し
た
政
治
的
対
立
構
造
が
現
出
し
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
西
幕
府
に
お
け
る
南
朝
木
簡
小
倉
宮
皇
子
の
奉
戴
は
わ
ず
か
な
期
間
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
天
皇
権
威
を
も
巻
き
込
ん
だ
対
立
構
造
は
、
あ
た
か
も
南
北
朝
の
対
立
が
再
来
し
た
か
の
ご
と
く
で
あ
り
、
い
わ
ば
究
極
の
両
極
的
対
立
構
造
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
、
当
時
の
日
本
全
国
を
二
分
す
る
政
治
的
対
立
構
造
が
生
じ
る
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
、
享
徳
の
乱
を
起
こ
し
た
こ
と
に
よ
り
、
治
罰
の
輪
旨
を
受
け
朝
廷
の
敵
と
な
っ
た
足
利
成
氏
に
よ
る
朝
敵
化
の
克
服
Ⅱ
関
東
公
方
た
る
、
己
の
地
位
は
「
天
子
ノ
御
代
官
」
（
幕
府
の
将
軍
と
関
東
公
方
は
身
分
的
に
は
対
等
）
で
あ
る
と
い
う
正
当
性
の
呵
復
の
た
め
の
一
連
の
行
動
に
一
因
を
求
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
成
氏
は
朝
敵
の
レ
ッ
テ
ル
を
剥
が
す
た
め
な
ら
ば
い
か
な
る
手
段
を
も
用
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に
享
徳
の
乱
開
始
直
五
七
Hosei University Repository
後
に
お
け
る
後
南
朝
と
の
提
携
の
可
能
性
や
、
西
幕
府
の
六
角
高
頼
の
も
と
に
自
分
の
娘
を
嫁
が
せ
、
近
江
の
六
角
氏
と
の
姻
戚
関
係
成
立
を
挺
子
に
西
幕
府
方
（
特
に
美
濃
の
斎
藤
妙
椿
）
と
の
関
係
強
化
を
図
っ
た
可
能
性
が
見
え
隠
れ
し
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
享
徳
の
乱
以
降
の
東
国
・
西
国
に
お
け
る
政
治
的
対
立
構
造
の
成
立
・
展
開
に
お
い
て
、
足
利
成
氏
に
よ
る
関
東
公
方
Ⅱ
「
天
子
ノ
御
代
官
」
た
る
地
位
の
正
当
性
回
復
運
動
が
そ
れ
ら
を
規
定
す
る
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
当
該
期
の
幕
府
政
治
が
、
享
徳
の
乱
以
降
の
対
関
東
政
策
、
す
な
わ
ち
成
氏
征
討
政
策
に
お
け
る
幕
閣
内
部
で
の
対
立
に
規
制
さ
れ
て
い
た
（妃）
と
い
う
、
幕
府
側
か
ら
の
視
点
に
よ
る
家
、
水
氏
の
主
張
に
対
し
て
、
関
東
府
権
力
側
か
ら
の
対
幕
府
政
策
と
い
う
視
点
に
立
ち
当
該
期
の
政
治
史
へ
の
理
解
を
深
め
る
立
場
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
視
点
は
表
裏
の
関
係
に
あ
り
、
両
面
か
ら
の
考
察
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
な
お
残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
一
先
ず
掴
筆
す
る
ことにする。本稿においては、特に第二・一二章におい
て
、
従
来
ほ
と
ん
ど
等
閑
視
き
れ
て
い
た
歴
史
的
事
項
に
関
し
て
状
況
証
拠
か
ら
の
推
論
を
重
ね
た
感
が
強
く
、
今
後
大
方
の
御
叱
正
を
いただければ幸いである。
法
政
史
学
第
六
十
二
号
注（
１
）
享
徳
の
乱
に
関
す
る
研
究
は
多
数
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
内
容
的
に
本
稿
と
関
わ
り
が
深
い
も
の
の
み
を
あ
げ
る
。
渡
辺
世
祐
「
都
鄙
和睦について」（「史学雑誌」第二七編六号、一九一七年）、
佐
藤
博
信
「
足
利
成
氏
と
そ
の
文
書
」
（
「
日
本
歴
史
」
第
三
○
八
号
、
一
九
七
囚
年
）
・
「
足
利
成
氏
と
そ
の
時
代
」
（
同
「
古
河
公
方
足利氏の研究」〔校倉書房〕所収、一九八九年）・「享徳の
大
乱
の
諸
段
階
ｌ
武
蔵
の
場
合
を
中
心
に
ｌ
」
（
同
「
中
世
東
国
の
支
配
構
造
」
〔
思
文
闇
出
版
〕
所
収
、
一
九
八
九
年
）
、
久
保
賢
司
「
享
徳
の
乱
に
お
け
る
古
河
公
方
方
の
戦
略
的
配
置
と
御
旗
」
（
古
河
歴
史
博
物
館
紀
要
「
泉
石
」
第
四
巷
、
一
九
九
八
年
）
、
阿
部
能
久
「
享
徳
の
乱
と
関
東
公
方
権
力
の
変
質
」
（
「
史
境
」
第
四
七
号
、
二
○
○
三
年
）
、
拙
稿
「
古
河
公
方
袖
加
判
申
状
か
ら
み
る
関
東
足
利
氏
権
力
の
変
遷
ｌ
足
利
成
氏
袖
加
判
甲
状
を
中
心
に
ｌ
」
Ｓ
古
文
書
研
究
」
第
五
八
号
、
二
○
○
四
年
）
な
ど
。
（
２
）
応
仁
・
文
明
の
乱
に
関
し
て
も
内
容
的
に
本
稿
に
関
係
す
る
も
の
の
み
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
応
仁
・
文
明
の
乱
に
お
け
る
「
二
つ
の
幕
府
」
の
存
在
が
初
め
て
提
唱
さ
れ
た
の
が
、
百
瀬
今
朝
男
「
応
仁
・
文
明
の
乱
」
Ｓ
岩
波
講
座
日
本
歴
史
」
中
世
４
、
’
九
七
六
年
）
で
あ
る
。
そ
し
て
百
瀬
氏
の
東
西
向
幕
府
論
を
よ
り
深
め
た
の
が
、
本
稿
に
お
い
て
も
拠
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
家
永
遵
嗣
「
室
町
幕
府
将
軍
権
力
の
研
究
」
〔
特
に
第
二
部
以
下
〕
（
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
叢
書
１
、
一
九
九
五
年
）
で
あ
ろ
う
。
家
永
氏
に
至
り
、
応
仁
・
文
明
の
乱
に
お
け
る
「
二
つ
の
幕
府
」
の
対
立
・
並
存
構
造
は
定
説
の
五八
Hosei University Repository
位
置
を
占
め
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
何
乱
に
関
す
る
基
礎
的
事
項
に
関
し
て
は
、
近
年
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
桜
井
英
治
『
室
町
人
の
精
神
」
〔
第
六
・
七
章
〕
（
講
談
社
、
二
○
○
一
年
）
、
榎
原
雅
治
編
「日本の時代史、一摸の時代」〔同執筆分〕（吉川弘文館、
二
○
○
三
年
）
の
両
著
を
参
照
の
こ
と
。
（
３
）
室
町
時
代
に
東
川
を
支
配
し
た
統
治
機
関
は
「
鎌
倉
府
」
や
「
関
東
府
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
は
研
究
者
に
よ
り
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
は
「
鎌
倉
府
」
と
い
う
名
称
は
、
府
の
成
立
期
か
ら
永
享
の
乱
ま
で
の
関
東
府
を
指
す
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
い
も
の
で
あ
り
、
文
安
年
間
に
関
東
府
が
再
興
さ
れ
、
享
徳
の
乱
に
よ
り
時
の
公
方
成
氏
が
古
河
に
遷
っ
た
以
降
の
、
い
わ
ゆ
る
「
古
河
公
方
府
」
は
全
く
視
野
に
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
感
が
強
い
と
考
え
る
。
成
氏
が
古
河
に
移
座
し
た
後
、
関
東
足
利
氏
自
体
は
戦
国
末
期
ま
で
存
続
す
る
が
、
筆
者
は
統
治
機
関
と
し
て
の
関
東
府
も
戦
国
末
期
ま
で
存
続
し
て
い
た
と
考
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
成
氏
の
＋
政
氏
、
そ
の
子
高
基
の
代
頃
ま
で
は
、
支
配
領
域
的
に
も
、
機
関
的
に
も
倭
小
化
の
一
途
を
辿
り
な
が
ら
も
「
古
河
公
方
府
」
は
統
治
機
関
と
し
て
存
続
し
て
い
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
よ
っ
て
、
南
北
朝
期
の
足
利
氏
勃
興
期
か
ら
、
将
軍
家
と
は
分
か
れ
て
東
国
を
統
治
し
て
い
た
関
東
足
利
氏
の
東
川
支
配
機
構
を
指
す
場
合
は
「
鎌
倉
府
」
で
は
狭
義
で
あ
り
、
「
鎌
倉
府
」
・
「
古
河
公
方
府
」
の
時
代
を
包
摂
す
る
広
義
の
用
語
と
し
て
「
関
東
府
」
と
い
う
言
葉
が
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
考
え
、
本
稿
に
お
い
て
使
用
し
て
い
る
。
（
４
）
江
の
島
合
戦
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
阿
部
能
久
「
江
の
島
合
戦
と
享
徳
の
乱
と
応
仁
・
文
明
の
乱
（
和
氣
）
足
利
成
氏
の
関
東
府
再
建
構
想
」
Ｓ
歴
史
人
類
」
筑
波
大
学
歴
史
・
人類学系、第一一一二号、二○○四年）がでた。
（５）「鎌倉年中行事」・「成氏年中行事」ともいう。「群書類従
第
二
二
部
武
家
部
」
所
収
。
ま
た
佐
藤
博
信
「
「
殿
中
以
下
年
中
行
事
」
に
関
す
る
一
考
察
」
Ｓ
民
衆
史
研
究
」
第
一
○
号
、
一
九
七
二
年
）
を
参
照
の
こ
と
。
（
６
）
佐
藤
博
信
「
戦
国
期
に
お
け
る
東
国
国
家
論
の
一
視
点
」
（
三
九
七
九
年
度
歴
史
学
研
究
別
Ⅲ
」
青
木
洲
店
、
一
九
七
九
年
）
に
す
で
に指摘がある。
（７）「康富記」享徳旧年一一一Ⅱ三○Ⅱ条。治罰の論旨の下賜は
同年一一月となる（「康富記」康正元年一一月二七Ｈ条）。
（
８
）
今
谷
明
「
戦
国
大
名
と
天
皇
」
（
福
武
書
店
、
一
九
九
二
年
）
第
一
章
参
照
。
こ
の
ほ
か
富
川
正
弘
「
嘉
吉
の
変
以
後
の
院
宣
・
論
旨
ｌ
公
武
融
合
政
治
下
の
政
務
と
伝
奏
ｌ
」
（
小
川
信
編
「
中
世
古
文
書
の
枇
界
」
所
収
、
一
九
九
一
年
）
に
も
治
罰
の
輪
冑
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。
あ
わ
せ
て
参
照
の
こ
と
。
（
９
）
足
利
政
知
は
新
し
い
関
東
公
方
と
し
て
京
か
ら
東
国
に
下
向
し
て
き
た
が
、
箱
根
の
山
を
越
え
ら
れ
ず
伊
豆
川
の
堀
越
（
現
静
岡
県
雅
山町）に留まったので後に「州越公方」・「伊豆御所」と称
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
つ
ま
り
政
知
は
あ
く
ま
で
も
身
分
的
に
は
関
東
管
領
上
杉
氏
が
新
た
に
奉
戴
す
べ
き
新
関
東
公
方
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
確
認
の
た
め
、
一
応
付
記
し
て
お
く
。
ま
た
、
｜
方
で
、
朝
敵
と
さ
れ
た
成
氏
は
す
で
に
関
東
公
方
で
は
な
く
、
③
で
は
そ
の
こ
と
を
示
す
た
め
に
「
成
氏
」
と
だ
け
表
記
し
五
九
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た。
（、）注（２）諸論を参照のこと。
（
ｕ
）
義
視
擁
立
以
前
か
ら
、
将
軍
不
在
の
西
軍
に
身
を
投
じ
て
い
た
当
時
の
管
領
職
に
あ
っ
た
斯
波
義
廉
が
、
管
領
が
将
軍
か
ら
全
権
を
委
任
さ
れ
た
と
い
う
虚
構
の
も
と
に
管
領
下
知
状
を
発
給
し
て
い
る
事
実
が
あ
る
。
ま
た
大
内
政
弘
上
洛
の
頃
か
ら
、
西
軍
諸
大
名
に
よ
る
連
署
状
を
最
高
意
思
決
定
文
書
と
し
て
用
い
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
ている（注（２）桜井氏著書一一一一一一一～三一六頁参照）。す
な
わ
ち
開
戦
当
初
の
将
軍
不
在
の
西
軍
Ⅱ
西
幕
府
に
お
い
て
は
、
対
東
軍
の
政
治
的
戦
略
に
お
い
て
、
将
軍
の
直
状
に
代
わ
る
最
高
意
思
決
定
文
書
が
発
給
で
き
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
先
に
見
た
ご
と
く
、
義
視
擁
立
以
前
か
ら
一
応
は
幕
府
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
よ
う
と
努
力
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
場
当
た
り
的
な
対
応
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
（
⑫
）
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
文
明
三
年
閏
八
月
九
日
条
。
な
お
、
こ
の
間
の
経
緯
、
特
に
後
南
朝
の
動
き
に
関
し
て
は
、
森
茂
暁
「
闇
の
歴
史
、
後
南
朝
ｌ
後
醍
醐
流
の
抵
抗
と
終
焉
ｌ
」
（
角
川
書
店
、
一
九
九
七
年
）
に
詳
し
い
。
（
Ⅲ
）
こ
の
間
の
経
緯
に
関
し
て
は
、
注
（
２
）
家
永
氏
著
書
第
二
部
第
一
章
第
三
節
を
参
照
の
こ
と
。
（
ｕ
）
注
（
１
）
佐
藤
氏
各
論
参
照
。
（巧）佐藤氏注（１）「足利成氏とその時代」、家永氏注（２）
著
書
第
二
部
第
一
章
第
四
節
第
三
項
参
照
。
た
だ
し
佐
藤
氏
は
史
料
一
を
応
仁
元
年
に
、
家
永
氏
は
同
二
年
に
比
定
し
て
い
る
。
筆
者
の
法
政
史
学
第
六
十
二
号
力
量
で
は
判
断
し
か
ね
る
が
、
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
家
永
氏
の
説
に
拠ることとする。
（
船
）
「
古
河
市
史
資
料
中
世
編
」
第
三
四
二
号
。
（
Ⅳ
）
「
古
河
市
史
資
料
中
世
編
」
第
二
五
九
号
。
（旧）⑥における「新関東府」・「旧関東府」という呼称は、本
稿
に
お
け
る
論
の
展
開
の
便
宜
上
、
筆
者
が
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
新
。
旧
の
区
別
は
、
古
河
移
座
後
の
成
氏
の
政
権
は
享
徳
の
乱
以
前
の
関
東
府
体
制
を
引
き
継
ぐ
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
で
「
旧
」
と
し
、
新
た
に
京
都
将
軍
の
御
連
枝
を
新
公
方
に
迎
え
た
方
を
「新」としたことを一応ここでお断りしておく。
（
四
）
あ
る
い
は
小
倉
宮
皇
子
擁
立
以
前
に
西
幕
府
と
和
睦
し
て
い
た
成
氏
側
か
ら
、
和
睦
の
条
件
と
し
て
後
南
朝
末
商
の
擁
立
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
成
氏
側
が
京
都
幕
府
と
の
和
睦
・
提
携
を
渇
望
し
て
い
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
西
幕
府
側
も
乱
の
長
期
化
を
視
野
に
お
け
ば
関
東
の
勢
力
と
提
携
す
る
こ
と
に
よ
り
全
国
政
権
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
る
こ
と
は
最
優
先
課
題
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
何
よ
り
天
皇
擁
立
よ
り
も
関
東
と
の
和
睦
の
方
が
先
で
あ
っ
た
事
実
が
示
唆
的
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（
別
）
享
徳
の
乱
中
、
成
氏
側
に
上
杉
氏
に
代
わ
る
関
東
管
領
が
置
か
れ
た
と
い
う
事
実
は
現
在
の
と
こ
ろ
判
明
し
て
い
な
い
。
勝
守
す
み
編
「
長
尾
氏
の
研
究
」
（
名
著
出
版
、
一
九
七
八
年
）
に
よ
れ
ば
、
文
明
一
四
年
（
一
四
八
二
）
の
都
鄙
和
睦
の
事
前
交
渉
時
に
、
成
氏
は
、
当
時
関
東
管
領
上
杉
氏
勢
力
か
ら
離
脱
し
独
自
の
勢
力
を
築
い
て
い
た
山
内
上
杉
氏
の
家
宰
家
の
出
身
で
あ
る
長
尾
景
春
と
結
び
、
六
○
Hosei University Repository
こ
の
景
春
を
管
領
名
代
と
し
て
京
都
と
の
和
睦
交
渉
を
進
め
さ
せ
て
い
る
事
実
Ｓ
古
河
市
史
資
料
中
世
編
」
第
二
九
一
号
）
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
⑦
で
は
空
白
と
し
た
。
（
型
注
（
、
）
森
氏
著
書
参
照
。
（犯）注（、）森氏著書一九八～二○二頁参照。
（麹）「康富記」享徳旧年二月二九Ⅱ条・
（型）注（、）森氏著書二○二～二○五頁参照。
（空村田正志「忠義王文書を訪ねて」（「村田正志著作集」第
一
巻
、
思
文
闇
出
版
、
一
九
八
三
年
。
た
だ
し
初
出
は
「
日
本
歴
史」三八○号、一九八○年）。
（
韮
「
兵
庫
県
史
資
料
編
古
代
補
遺
・
中
仙
九
」
所
収
「
上
川
文
書」第四六号。
（
Ⅳ
）
本
文
書
に
関
し
て
は
、
注
（
妬
）
村
田
氏
論
文
に
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
写
真
版
（
村
田
氏
は
原
本
と
さ
れ
る
）
を
参
照
し
た
。
（
翌
森
氏
は
「
筆
者
（
森
氏
）
は
、
現
在
の
古
文
書
学
の
水
準
か
ら
み
て
、
こ
れ
ら
の
文
書
に
は
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
こ
れ
ら
が
享
徳
四
年
時
点
で
の
南
朝
皇
胤
の
動
向
を
直
接
的
に
示
す
史
料
と
は
考
え
な
い
。
た
だ
、
こ
の
年
は
、
前
述
の
よ
う
に
南
朝
皇
胤
の
動
き
が
活
発
化
し
た
年
で
あ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
状
況
を
背
景
に
し
て
、
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
は
広
い
意
味
で
の
後
南
朝
史
研
究
の
た
め
の
史
料
た
り
う
る
と
考
え
る
。
」
（
注
（
皿
）
森
氏
著
書
二
○
六
頁
よ
り
）
と
さ
れ
て
い
る
。
従
う
べ
き
で
あ
る
。
（
空
「
続
群
書
類
従
」
第
五
輯
上
、
系
図
部
。
享
徳
の
乱
と
応
仁
・
文
明
の
乱
（
和
氣
）
（型その主なものをあげると「尊卑分脈」・「喜連川判鑑」・
「足利家通系図」・「下野喜連川足利家譜」（以上の系図およ
び
本
稿
で
問
題
に
し
て
い
る
『
古
河
公
方
系
図
」
に
関
し
て
は
「
古
河
市
史
資
料
中
世
編
」
□
九
八
一
年
〕
の
「
系
図
・
過
去
帳
」
の解題を参照のこと）や「古河御所之伝」・「足利系図」
（
以
上
二
点
の
系
図
に
関
し
て
は
「
群
書
解
題
」
系
譜
部
一
七
○
～
一
七
三
頁
の
解
題
を
参
照
の
こ
と
）
な
ど
が
あ
る
。
（
、
）
実
は
、
足
利
成
氏
の
娘
と
六
角
高
頼
と
の
間
の
婚
姻
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
佐
々
木
哲
氏
に
よ
る
指
摘
が
あ
る
Ｓ
戦
国
大
名
閨
閥
事典」第二巻、「大角氏」〔佐々木氏執筆分〕参照）。それ
に
よ
れ
ば
、
高
頼
の
正
妻
は
足
利
成
氏
の
娘
で
あ
り
、
応
仁
の
都
鄙
和
睦
の
頃
に
両
者
の
婚
姻
が
成
立
し
た
と
し
、
高
頼
の
嫡
子
氏
綱
の
母
は
成
氏
の
娘
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
同
書
の
性
格
上
、
佐
々
木
氏
の
説
に
は
論
証
や
典
拠
史
料
の
提
示
が
な
く
、
ま
た
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
、
氏
の
説
の
も
と
と
な
る
論
文
等
を
目
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
氏
の
説
と
筆
者
の
論
証
と
で
重
複
す
る
部
分
が
生
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
拙
論
に
お
い
て
あ
ら
た
め
て
論
証
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
論
を
進
め
て
い
きたい。
（
皿
）
「
本
土
寺
過
去
帳
』
二
千
葉
県
史
料
中
世
編
本
土
寺
過
去
帳
」
三
○
五
頁
）
晦
日
の
項
。
（胡）「近江蒲生郡志」巻二（滋賀県蒲生郡役所、一九二一一年）
所
収
「
佐
々
木
六
角
系
図
」
ほ
か
を
参
照
の
こ
と
。
（
弧
）
こ
の
間
の
六
角
氏
の
歴
史
的
経
緯
に
関
し
て
は
、
主
に
畑
井
弘
一ハ’
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『
守
護
領
国
体
制
の
研
究
ｌ
六
角
氏
領
国
に
見
る
畿
内
近
国
的
発
展
の
特
質
ｌ
」
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
）
、
下
坂
守
「
近
江
守
護
六角氏の研究」（「古文書研究」第一二号、’九七八年）、
田中政一一一「近江源氏」第二・三巻（弘文堂書店、一九八
一・一一年）、「八日市市史」第二巻・中世（〔第三章、下坂
守
氏
執
筆
分
〕
、
一
九
八
三
年
）
、
宮
島
敬
一
「
戦
国
期
社
会
の
形
成
と
展
開
」
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
）
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
近
年
の
近
江
六
角
氏
に
関
す
る
論
文
・
著
書
等
に
関
し
て
は
、
滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
開
設
一
○
周
年
記
念
展
・
平
成
一
川
年
度
秋
季
特
別
展
「
近
江
源
氏
と
沙
沙
貴
神
社
ｌ
近
江
守
護
佐
々
木
一
族
の
系
譜
ｌ
」
（
二
○
○
二
年
）
の
「
主
要
参
考
文
献
」
の
項
を
参
照
の
こ
と
。
（
妬
）
こ
の
間
の
経
緯
に
関
し
て
は
林
屋
辰
三
郎
「
佐
々
木
導
誉
ｌ
南
北
朝
の
内
乱
と
太
平
記
の
世
界
」
（
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
）
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。
（
釦
）
注
（
２
）
家
永
氏
著
書
第
二
部
第
一
章
第
四
節
第
三
項
を
参
照
の
こと。
（Ⅳ）「大乗院寺社雑事記」文明四年一○Ⅱ一三Ｕ条。
（
胡
）
氏
綱
に
関
す
る
歴
史
的
事
実
に
つ
い
て
は
、
「
近
江
蒲
生
郡
志
」
巻
二
・
九
に
多
く
を
拠
っ
た
。
ま
た
「
大
日
本
史
料
」
第
九
編
之
八
、
永
正
一
五
年
七
月
九
日
の
項
も
合
わ
せ
て
参
照
の
こ
と
。
（
羽
）
佐
々
木
哲
「
六
角
氏
系
図
の
研
究
ｌ
六
角
義
実
の
実
在
に
関
す
る
考察ｌ」（「ぐんしよ」再刊第一二号、一九九一年）・「「万
松
院
殿
穴
太
記
」
作
者
と
六
角
氏
」
（
「
ぐ
ん
し
よ
」
再
刊
第
三
四
法
政
史
学
第
六
十
二
号
号
、
一
九
九
六
年
）
・
二
鹿
苑
日
録
」
に
見
る
六
角
義
実
の
事
績
」
（「戦国史研究」第二○号、’九九○年）・「天文期六角氏の
系
譜
の
研
究
Ｉ
六
角
氏
綱
の
子
孫
の
実
在
に
つ
い
て
ｌ
」
Ｓ
戦
国
史
研
究
」
第
三
○
号
、
一
九
九
五
年
）
、
廣
江
正
幸
「
『
畠
山
家
譜
」
に
み
え
る
六
角
義
実
、
義
秀
に
つ
い
て
」
（
「
ぐ
ん
し
よ
」
再
刊
第
六
○
号、二○○三年）など。
（
側
）
氏
綱
の
母
が
成
氏
娘
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
す
で
に
佐
々
木
氏
に
よ
り
断
定
さ
れ
て
い
る
（
注
（
Ⅲ
）
参
照
）
。
た
だ
し
「
大
日
本
史
料
」
第
九
編
之
八
、
永
正
一
五
年
七
月
九
日
の
項
所
収
の
「
米
原
文
書
、
佐
々
木
米
原
氏
世
系
之
図
」
に
は
高
頼
の
子
近
綱
Ｔ
氏
綱
）
の
母
は
「
山
名
氏
」
と
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
氏
綱
の
母
は
確
定
で
き
な
い
と
い
う
立
場
を
と
る
も
の
で
ある。
（
皿
）
た
だ
し
、
氏
綱
以
前
の
六
角
氏
当
主
に
「
氏
」
の
字
を
冠
す
る
人
物
が
皆
無
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
高
頼
の
四
代
前
、
南
北
朝
期
に
活
躍
し
た
六
角
氏
頼
と
い
う
名
の
人
物
も
い
る
の
で
、
関
東
足
利
氏
か
ら
の
侃
諒
で
は
な
く
と
も
、
「
氏
」
の
字
を
実
名
に
使
川
す
る
可
能
性
も
あ
っ
た
こ
と
を
、
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
く。
（妃）注（２）家、水氏著書第二部
一ハーー
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